
○ 2012年9月以降、アラビア半島諸国を中心に発生の報告がある重症呼吸器感染症で、WHO発表によると、

2018年10月30日までに報告された診断確定患者数は2266名（うち、少なくとも804名死亡） 。

○ 患者が報告されている国：サウジアラビア、アラブ首長国連邦、ヨルダン、カタール、オマーン、クウェート、

イエメン

○ 輸入症例が報告されている国：アルジェリア、オーストリア、バーレーン、中国、エジプト、フランス、ドイツ、

ギリシャ、イラン、イタリア、レバノン、マレーシア、オランダ、フィリピン、韓国、

タイ、チュニジア、トルコ、英国、米国

厚生労働省健康局結核感染症課 平成30年11月21日作成

発生が報告されている中東諸国

サウジアラビア

アラブ首長国連邦

カタール

ヨルダン

イエメン

クウェート

中東呼吸器症候群（MERS)の発生状況（2012年9月以降）

オマーン


